
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 292,714 510,000 464,707 713,840

事業費

の内訳

令和3年度決算

・工事関連委託費：　３１，３０３千円
・工事費　　　　：４０１，５７９千円
・その他　　　　：　１５，９８５千円

令和4年度予算

①新型児童会館整備　　２９２，４１３千円
②新耐震基準適応　　　３１３，０４７千円
③解体等に伴う工事等　　８８，５１３千円
④コーディネーターの配置　４，０２７千円

人工 0.0 0.0 2.2 2.2

人件費 0 0 15,840 15,840

事業費 292,714 510,000 448,867 698,000

うち特定財源 228,824 357,374 229,124 478,497

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

児童福祉法、児童福祉法施行令、札幌市児童福祉法施行規則、札幌市児童会館条例、札幌市児童会館条例施
行規則

他都市の状況

新・放課後子ども総合プランで、国として①全小学校区で放課後児童クラブ及び放課後子供教室を一体的又は連
携して実施、と②新設放課後児童クラブの約80％の小学校内実施を目指す、と掲げられており、今後、小学校内
に放課後の居場所整備を進める傾向になると考えられる。

実施結果

①基本設計２施設：（仮称）定山渓地区義務教育学校、明園小
②実施設計４施設：東山小、山の手小、元町北小、光陽小
③改築工事５施設：中央小、発寒南小、二十四軒小、本町小、東山小
④解体工事２施設：エルムの森児童会館、常盤児童会館
⑤手稲前田児童会館（実施設計及び解体工事）
⑦１施設（中央児童会館）

事業実施における
工夫点

小学校改築と併せた整備（合築）のため、児童の動線や安全管理に配慮した配置となるよう、関係部局と緊密な連
携・調整を図った。

対象者 児童会館、ミニ児童会館利用児童及び保護者 開始 0 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

新型児童会館整備数　１６館（２０２２年度）

長期

施設の再整備による利用者の安全確保及び利便性向上

取組内容

■児童会館及びミニ児童会館を小学校やまちづくりセンター等と複合化した児童会館に再整備。
　①基本設計２施設：（仮称）定山渓地区義務教育学校、明園小
　②実施設計４施設：東山小、山の手小、元町北小、光陽小
　③改築工事５施設：中央小、発寒南小、二十四軒小、本町小、東山小
　④解体工事２施設：エルムの森児童会館、常盤児童会館

■旧耐震基準にて建設されて小学校の建替え等と時期が合わない児童会館の再整備
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◎検証（振り返り）

■ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外 □ 回答 ■ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

○ A ● B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

● 拡充 ○ 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
木材劣化診断の実施について、在京の公益社団法人と調整したが、新型コロナウイルス感染症蔓延防止の
観点から、来札して業務を行うことが困難と判断し、事業実施に至らなかった。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

引き続き、小学校の改築等にあわせて児童会館整備を実施。

予算
労務単価や物価の上昇による工事費の増加

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

無し
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

無し

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

改築工事等は入札によって行われているため妥当。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

老朽化した施設の再整備や小学校との複合化のニーズは高い。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

事故により、令和４年度竣工の児童会館１施設が令和５年度竣工となる見込み。
それ以外は、計画どおり進捗。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

「児童会館のあり方（指針）」及び「市有建築物の配置基本方針」に基づいて実施しており、整備館
数は妥当。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名 施設の改築事業であり、指標設定困難

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

16

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 新型児童会館整備館数

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

11 14 14


